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はじめに TOSHlBA

このたびは東芝汎用プログラマプルコントロ
ーラPROSEC T3を お買い上げいただき、競にありがとうご

ぎいます。

本書はPROSEC T3で 使用する状態変化検出付デイジタル入カモジ
ユール tCD3321の仕様、取扱い方法等

について概要を説明した取扱説明書です。本モジユ
ールをご使用の際は、本取扱説明書をお読みの上、

正しく御使用ください。

なお、本取扱説明書のほかに、以下の説明書が準備されています。

T3製 品概説書  _

(UM‐TS03ⅢⅢ二する01)
T3本 体ハー ドウエア説明書

(UMttS03ⅢⅢⅢJ002)

T3本 体機能説明書 (P142～割込みプログラム)

(UMttS03■■★J003)

T3命 令語説明書 <ラ ダ
ー、SFC編 >

(UM打 503★=★J004)

T3プ ログラマ操作説明書 入門編

(UM‐TS03■ⅢⅢJ006)

T3プ ログラマ操作説明書 応用編

(UM‐TS03■=★J007)

T3コ ンピユータリンク機能説明書

(UM‐T503■ⅢⅢJ008)

御使用上の注意

● このモジユールはPROSEC T3の ベ
ースユニツトで御使用下さい。

● モジユール内の基板や部品、端子には手を触れないように御注意下さい。

・設置、配線にあたつては、本取扱説明書およびT3製 品概説書の注意
をよくお読み下さい。

● その他、本取扱説明書に従つて正しく御使用下さい。



TOSHIBA

安全のために次のことは必ず守つて下さい

T3を安心してお使いいただくために、本ペ
ージをよく読んでから御使用下さい。

1.モ ジ ユール、端子台、 ケ
ー プルの着脱は安全のため必ず電源 を切 つた状態でおこな

つ

て下 さい。

2.つ ぎのような環境での ご使用は故障の原因とな りますのでおや
め下さい。

(1)T3の周囲温度 (盤内温度)が 0°C以 下または55°
C以 上となる場所。

(2)T3の周囲湿度 (盤内湿度)が 20%以 下または90%以
上となる場所。

(3)急激な温度変化で結露するような場所。

(4)振動、衝撃の激しい場所。

(5)腐食性ガス、可燃性ガスのある場所。

(6)塵埃、塩分、鉄粉のある場所。

(7)直射日光のあたる場所。

3日T3を 取付 ける場所には次のことに御注意下さい。

(1)高 圧機器 (高圧線)や動力機器(動力線)か,は保守、操作
の安全のため200mm以 上離すか、鉄板

等でしやへい。分離して下さい。

|:十 空哲ケ下Z告畠倍亀貫渇是粉斎溜晋責ビ所堅苫|どだ晋著率亀で雷
とは50mm以上離して下さい。

樹チニ資朕諭軽跳球岳あ、プログラマ側lJ‐3400elはァースから浮かすようにして下
さい。

4ET3の電源モジユ
ールはT3専 用の電源ですので、単独で他の用途 に使用 しないで下さ

い 。

5.モジユールヘの配線はサヤ付の圧着端子を用いるか、テ
ープで被覆するなどして導体

部分が露出 しないようにして下さい。

6.モジユールの故障及びケガの危険性がありますので、モジ
ユールは絶対に解体 しない

で下さい。
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1.概 要 TOSH:BA

1 .  概要
         化検出付デ伊酵)1東 嘉毛夕挫 持ど拭

して割込みを発生させる状態変

佐側司1蹴 鐘経ぺ 私麒 拶
部ジャンパ

論N宮ま平顧亀卜樹播出
で駅でよ

|:18禅軽出」  |::十け緩営|
の3通りが設定できます。

４



2.外 観 TOSHl口 A

2.外 観

CD332

CHANGE DETE守
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■2J9は 常にOFF

(開放)に して

下さい。

Ⅲl NCは接続しないで

ください。

正面図 左側面図



3.仕 様 TOSHlBA

3.仕 様

項   目 仕  様 備  考

形  式 CD332

入力種別 低速応答DC入 力 高速応答DC入 力
内部ジャンパによつ

て選択できます。

入力形態 シンク/ソース兼用GXl 明ヽ 直接入力指定

入力点数 8点 /ワー ド

絶縁方式 フォトカプラ絶縁

定格入力電圧 DC12～ 24V

定格入力電流 DC24V 10mA

入力電圧変動範囲 DC10～ 30V

動作電圧
最小ON電 圧 9,6V以下

最大OFF電 圧 3 . 5 V以上

検出遅れ

OFF‐→ON 30mS MAX 3.OmS MAX 入カフィルタとサン

プリング遅れを加算

した値です。ON→ OFF 35mS MAX 3.5rnS MAX

使用可能モジユール数 8モジユール

表  示 内部回路による入力信号状態表示、ステ
ータス表示

コモン

構成

コモン数 1 ヨモ ン

1ヨモン当り

の点数
点８

ヨモン極性 無極性

内部消費電流 300mA



3.仕 様 TOSHl日 A

項   目 仕  様 備  考

絶縁耐圧 AC1500V l分問

検出方式
各入力毎に割込信号の条件設定を行います。

全変化検出、立上り検出、立下り検出

正面DlP‐SWで 設定
します。

データ・ステータス

読み出し

151413121110

割込み発生ビット  デ
ータビツト

″
1″/″0″
         ″1″/″0″

データ  : lNO～7までの状態を表示します。
0～7ビットはlNO～フに対応します。

ステータス : lNO～7で状態が変化した時に、状態

変化したビツトが
'1″
にセットされ

ます。
ステータスはステータス・データ読み出しによつて

クリアされます。

割込み発生時に割込
みが発生したビット
を読むことができま

す。

データ及びステータ
スの読み出しが可能
です。

LED表 示

DATA(0～ 7)はlNO～フのON(点 灯),OFF(消 灯)を表

わ します。

STATUS(0～7)はlNO～7の変化 したビツトが点灯 じ

ます。

(ステータス・デ
ータ読み出しによつて消灯します。)

７



4.構 成 TOSHIBA

じさ下でいなし続接
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4.1配線

4.2回路構成 (入力回路)
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取扱い及び注意事項 TCSHlBA

5。1モ ジユールの装着 モジユールの装着は次の手順に従つて行つて下さい。

ロックレパー

コネクタ

1.モ ジユール上面のスライドロツクを後

方にスライドさせロツクレパーを解放

します。

2.モ ジユールの下端をベースの下部レー

ルに掛け、モジユール上面のスライド

ド  ロックを押してロツクレパ=を 持ち上

げます。

3.モ ジユールの下端を支点とし、コネク

タがかみ合うようにモジユールをベー

スに取り付けます。

上面のロックレバーを放し、モジユー

ルをベースにロックします。さらにス

ライ ドロツクを手前にスライ ドさせ

ロックレバーを固定します。

固定ネジを締め、モジユールを確実に

固定して下さい。

4.

レール

5.

5。2ジ ャンパ設定 入力種別(高速応答/低速応答)の選択は下表に従つて、ジヤンバ設定に

よつて行います。

入力種別
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

高速応答時 Jl～J8はすべてOFFに して下さい。

低速応答時 Jl～J8はすべてONに して下さい。■

■

入力種別 J10A JllA J10B JllB

高速応答時 ON Ｏ

低速応答時 ０ ON

※ J9は常にOFFに設定 して

下さい。

なお工場出荷時は 「低速応答時」の設定です。
Ⅲl

「高速応答時Jに 設定変更する場合ジャンパの設定操作は、できるだけ

ビンセットを御使用ください。

９



5.取 扱い及び注意事項 TOSHl口 A

UP

スイッチ
ON ０

立上り

検出
有 無

5。3デイツプスイツチ

の設定

正面図

(1)立上り検出(ON検 出)

立下り検出(OFF検出)

DlPaswの

lNO～7はそれぞれ

端子台のINO～7で

入力される信号に

対応します。
DOWN

スイッチ
ON OFF

立下り

検出
有 無

なお工場出荷時は

苦撚活]格_sw}手べて。N
の設定です。

検出方式は各入力(lNO～7)ご とに正面DlP‐SWの 設定によつて選択 しま

す。

・ 立上り検出  : UPの DiP‐SWを ON

(ON検 出) DOWNの DiP‐SWを OFFに設定します。

・ 立下 り検出  : UPの DlP‐SWを OFF

(OFF検出) DOWNの DiP―SWを ONに ,設定します。

・ 全変化検出  : UPの DiP‐SWを ON

(ON/OFF検 出) DOWNの DiP―SWを ONに 設定 します。

CHANGE DETE

DttN

０



5.取 扱い及び注意事項 TOSHIBA

5.4配 線上の注意 1/0モ ジユールを実装、配線する場合、以下の点に御注意下さい。

基本ユニツト

100mm以 上

200mm以 上

動力線
弱電信号用
ダクト

弱電系 1/0

状態変化検出付デイジタル

入カモジユール

ディジタル入カモジユール

アナログ入カモジユール

アナログ出カモジユール

バルス入カモジユール

位置決めモジユール

ASCilモジユール

伝送モジユール

強電信号用
ダクト

強電系 1/0

AC入 カモジユール

DC出 カモジユール

AC出 カモジユール

接点出カモジユール

1)!/0モ ジユールの配置は、弱電系 1/Oを 左側に、強電系 1′0を 右側

に配置し、配線も分離するようにして下さい。

2)各 ユニツトの間隔は、保守、通風のため 100mm以 上とつて下さい。

3)動 力線、動力機器とは200mm以 上離すか、または鉄板でしやへいし

て下さい。(鉄板は接地すること)。

強電系 1/O弱電系 1/0

拡張ユニツト

強電系 !/0



6.プ ログラム例 TOSHl日 A

6.プ ログラム例

(1モジユール

使用時)

2r~

～
1

n ‐1 トー
8
8
|

n  l E

: 入力の状態変化検出により書J込みプログラムが起動され、どの入力点

が変化したか(ステータス)と入力状態 (デ
ータ)の情報を取り込みま

す。

メインプログラム

卜。|||―rE 1/()(01)XW000 Eトー白――――――"―"―――――――――――――-0-―――――――-0-――――'――――ギ①

ユーザー・プログラム

,
|
:
8

―――――ギ②
8

―
―
,
3―――――
■
8
8
8
,

END]― ――――“―――――――――――――"――――――――――――――――――――――-0-―
-0-― ―-0口0-コ‐――――-l③

1/O割 込みプログラム [11プロツク1

E1/0(01)XW000 } ―

― ― ― ― ― ― ― ― … … … … … ― ― ― ― " " ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― - 0 - ― ― ― ― ― ― - l ④

E XW000 MOV D0000コ E D0000 AND H00FF‐ )D0002]

E D0000 AND HFF00-→ D0003コ E+l D0001 1-―
―――――-0-"― ―す0-――――"――――――――

トーーー0 -――――――――――――――――“――――――――――――――――――――――"―"――――‐――コーーーーーーE E ! R E T  コ
B

メインプログラム

① プログラム走行前にデータ・ステータス読み出しによリイニシャ

②圭:授孔塊視挺罪塁学単子
③ END(メインプログラムを終了します。)

1/O割込みプログラム(1)プロツク1

④ 直接入力を必ず実行しますち

⑤ D0000にスティタス・データを取り込み

D0002にデータを格納します。

⑥ D0003にステータスを格納します。

割込回数をD0001に格納します。

② lRET(割込みプログラムを終了します。)

⑤

⑥

②

２



7.割 込みプログラム処理について TOSHl日 A

7.割 込みプログラム  害J込みプログラムの禁止′許可は以下のようになります。

処理について

モー ド

スキャン

書」込み状態

HALT       RUN       HOLDttRUN一
一→
十
‐ HALT

:::

電源投入後、HALTモー ドでは禁止状態、RUNモ
ー ドでは2スキャンロ

から許可状態となります。

HOLDモ ー ドでも禁止状態ですが、その間の書J込み要求は保留されます。

また割込みプログラム実行時は、以下のようになります。

割込プログラム

モード  HALT― ― RUN一 一―
| | ―

一 一 一 一 一 一 一
引
キ ‐H A L T

スキとャ:ン  iill::I:王:三二二二E二ニヱニニニ正三二Iど:riri=                   ::::::
割 込 み 状 態 禁 止

+ 許
可
+ 絞

醤 ) 一

許 可
一 一 一 学 卜 ← 禁 止

誕  調斗 (慾)十細+難|

害J込みプログラム実行中は、他の割込みプログラムは全て禁止状態 (保

留)となります。

※ 同時または保留中に発生した複数の割込み要求は優先順位

(定周期→1/01→
…→1′08)に従つて処理されます。

２ ３

３



7.割 込みプログラム処理について TOSHl日 A

一―

割込魯

上

fE Dl

害J込みプログラムの実行はE1/Di命令で制御できます。

Dl命令にて割込みブログラムの実行を禁止 します。El命令にて割込みプロ

グラムの実行を許可状態に戻します。

しかし使用方法に以下の制限が有ります。

(1)E1/Dl命令は必ずDi→EIの順番で、ペアで使用する。(ネステイングは

可能)

またDl→Elのペアは1つのプログラムで終了していること。

メインプログラム

tE Dl 単独使用はダメ

ラダー命令

tEEN

Di→Elの順で
ペアで使用

サププログラム2

,
|
:

E E  E l 単独使用、
Elからの

使用はダメラダー命令

ElプDl命令をネステイングさせた場合、Di命令実行回数分El命令を

実行しないと、書」込み禁止は解除されません。

割込みプログラム中では使用禁止。メインプログラム、サブプログラ

ムでも1スキヤンロの使用禁止。

※ 特にEl命令は使用 しないで下さい。HALT時 にPCの動作がおか し

くなることがあります。

本モジユールを2枚以上使用して、高い頻度でCPUに 対する割込みプ

ログラム要求を発生させると、スキヤンタイムオ
ーバーエラーでダウ

ンする場合があります。この場合には、メインプログラム、割込みプ

ログラムのステツプ数を減らして処理時間の短縮をする必要がありま

す。また、2ms以下の同期で割込発生させるような使用法は避けて下

さい。

低速応答設定時は、入カフイルタ
ー定数は、大きいですが、

高速応答設定時は、入カフィルタ
ー定数が小さい為ノイズ等の使用環

境を特に良好にしてお使いください。

プログラム問
のペアはダメ

Ｅモ

Ｅモ

２

４
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